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【緒言】
昨今、OECD等の国際教育調査の結果から、日本の
国民レベルでの「理科離れ」が危惧されている。ま
た、科学技術の著しい発展や、地球環境問題の深刻
化を受け、国民の科学に対する一定以上のレベルの
知識や判断力が強く求められている。さらに資源の
乏しい我が国にとって、高い知識を有する国民を教
育することの重要性も高まっている。そんな中、近
年文部科学省の学習指導要領が大きく改訂されたこ
ともあり、学校教育を中心とする教育現場での理
科・科学教育の在り方が問われている。まさしく今、
子供たちと子供を育む周りの成人や社会全体の科学
リテラシーの向上が求められている。
現在、我が国では「科学」の社会的地位が必ずし
も高いとは言えず、科学に関連する職業に対するい
わゆる「3 K（危険、汚い、きつい）」のイメージも
根強く残っている。科学の社会的地位が向上するた
めにも、3 Kを払拭するようなイメージアップの重要
性は高い。そこで著者は科学に関連するあらゆる
「表面的なアプローチ」において、我が国の現状はハ
イセンスであるとは言い難く、今後さらにセンスア
ップする必要があると考えている。
科学に関連する「表面的なアプローチ」とは、科
学に関連する雑誌、図書、イベントや企業を紹介す
る紙媒体、そして科学の知識に関するウェブサイト、
教材、玩具類、また商品を包装するパッケージ、そ
して科学系博物館の展示デザインなど、である。
今回は、科学系の特に教材類およびおもちゃを対
象として、フランスにおけるパッケージデザイン等
の現状を調査し、デザインの教育効果や、日本にお
けるそれらの改善点を明確にすることを目的とした。
デザインの教育効果という点では、商品レベルのも
の以外に、科学系博物館の展示デザインやミュージ
アムショップも調査の対象とした。また、日本とフ
ランスの教育事情の違いを理解するため、フランス
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【要旨】 本研究では、玩具や教材などデザインが特に優れるとされているフランスにおける理科教材のデザインの
現状を調査し、今後のわが国の理科教材開発の方向性を見据えることを目的とした。そのため、フランスの理科教
育の現状を把握しつつ、教育現場における教材の扱われ方を理解することとした。国民教育省下部組織、教材開発
メーカー、科学博物館国際交流担当、科学教材販売店、研究者、一般人などを訪問取材の対象とした。
1）法政大学経済学部
現地に滞在しフランスにおける教育現場の状況、教
材開発の現状、現地における市民、研究者、科学ア
カデミープロジェクト担当者、メーカー開発担当者、
博物館展示デザイナーなどの取材を行った。
【本論】
1．フランス教育概論
フランスの教育に必要な予算は、日本の文科省に
あたるフランス国民教育省（Ministère de l’Education
Nationale）の管轄下、経費の約 3分の 2が国家によっ
て支出されている。中央集権型の教育行政は、1983
年に制定された地方分権法によって、徐々に地方や
県の権限が拡大され、初等・中等教育の運営は地方
自治体に委ねられている。学校の学年制度などは日
本と大きく異なり図 1 のようになっており、例えば
小学校は 5 年間、中学校は 4 年間、高等学校は 3 年
間である。高等学校は義務教育ではないが、学年の
呼び方は、中学 1 年生から高等学校にかけて呼び名
で数字減らしていく。フランスの中学 1年生は「第 6
学年（sixième）」、中学2年生は「第5学年（cinquième）」、
高校 2 年生が「第 1 学年（première）」、最終学年の高
校 3年生は「最終学年（terminale）」と呼ばれている。
1－1．初等教育
就学前教育（ 3 ～ 5 歳児、ただし希望すれば 2 歳
児から入園可）は主として幼稚園（国民教育省の管
轄）であり、教育機関として位置づけられている。
義務教育でないが保育料は無料である。2歳児の入園
率は約35%で、3～ 5歳児の就学率はほぼ100%である。
フランスのほとんどの女性が出産後も仕事を続ける
ことからも、多様な保育施設が充実しており、祖父
母に子供を預けることはほとんどない。
初等教育は、上記の就学前教育を含め、次の 3 つ
のCycleに分類されて進められている。
①　Cycle1「初期学習期（Cycle des apprentissages pre-
miers）」保育学校（3，4歳）
②　Cycle2「基礎学習期（Cycle des apprentissages fon-
damentaux）」保育学校の年長組（GS）、小学校第
1学年（CP）、第 2学年（CE1）（5，6，7歳）
③　Cycle3「深化学習期（Cycle des approfondisse-
men t s）」小学校第 3 学年（CE2）、第 4 学年
（CM1）、第 5学年（CM2）（8，9，10歳）
小学校の呼び名はécole élémentaire（エコール・エ
レモンテール）またはécole primaire（エコール・プリ
メール）である。多くの小学校の理科の授業で、
Cycleが同じであれば 3 学年分の生徒を同時に授業展
開することがある。学年や資質の異なる子どもを同
時に教えるが、個々の理解度や考え方を重視している。
日本の初等教育との違い
フランスの小学校では土曜日が休みであることは
普通で、さらに水曜日も休みにしている学校も見受
けられる。一週間の授業日が 4 日程度である小学校
が多く、夏休みなどの長期休暇も日本より長い。し
かし、日本の小学校 6 年間分に相当する学年の総授
業時間数を比較すると、約1,000時間もフランスのほ
うが多い。これは一日の就学時間をかなり長くして
いることで総時間数を多くとっている。小学校低学
年であっても夕方 5 時ごろまで学校で過ごすのがふ
つうである。
また、子供だけで通学することはなく、登下校に
親もしくはシッターが付き添っているケースがほと
んどである。これは治安だけの問題ではなく、子供
の一日の就学時間が大人の勤務時間と近いことも理
由として考えられる。
日本の学校に普通にある体育館や運動場は、ほと
んどの小学校で見受けられず、校外学習として外で
運動することはあるが、日本の「体育」のような授
業はほとんどない。また運動会、文化祭、音楽会な
どの学校行事も比較的少ない。
さらに初等教育の段階から飛び級・落第制度があ
り、成績のよくない子供はもう一度同じ学年で学ぶ
小学校�
図1　日本とフランスの学校学年制度の比較�
（明光義塾HPより）�
エコール･プリメール�
（小学校・5年間）�
コレージュ�
（中学校・4年間）�
リセ�
（高校・3年間）� グラン・ゼコール�
　　（3年～5年間）�
大学�
短期大学�
6（歳）� 11 12 15 18 19 20 21 22 23 24 25
大学�
　　　（3年もしくは5年間）�
グラン・ゼコール準備級�
（1年～2年間）�
中学校� 高校�
日本�
フランス�
山 友紀26
こともある。小学校に入学する前に試験に合格すれ
ば、1年早く小学校に入学することもできる。初等・
中等教育を通じて飛び級・落第制度がごく普通に行
われているため、高校 1、2 年生ぐらいになると、同
じ学年でも生徒の年齢はバラバラになる。
1－2．中等教育
前期中等教育は 4年間の中学校（collège、コレージ
ュ）で、後期中等教育は 3 年間の高等学校（lycée,リ
セ）で行われる。
中学校の第 3 、第 4 学年では、一般課程のほかに
技術教育を中心とするコースもあり、将来の進路に
あわせた学習コースを選択できる。前期中等教育の
最後に成績によって前期中等教育修了証（Brevet des
colleges）が授与されるが、これは高校に進学するため
に必要不可欠なものではなく、高校受験は存在しない。
高校入学の時点で、大学進学を目指す者は普通教
育課程へ、また就職を目指す者は職業リセへと進路
がわかれる。通常の普通課程の高校では、2年次から
理数系・経済系・文化系とコースが分かれ、卒業時
にはそれぞれのコースに応じた大学入学資格試験
（baccalauréat、バカロレア）を受験する。バカロレア
は国家資格で、後の高等教育に進学するための必要
不可欠である。
バカロレアは大きく 3 種類に分けられ、一般バカ
ロレア（baccalauréat general）、専門（職業）バカロレ
ア（baccalauréat professionnel）、工業バカロレア（bac-
calauréat technologique）がある。大学進学を目指す者
は一般バカロレアを受験する。一般バカロレアは受
験科目によって、理系、文系、経済・社会系と分か
れていて、理系が最も難しいとされている。
理数系の社会的評価が非常に高いため、成績の良
い生徒はほぼ全員理数系コースを選択する。グラ
ン・ゼコール等に進学するエリートはほとんどが理
数系コースのバカロレアを取得している。
1－3．高等教育機関（大学など）
フランスの高等教育は大学、高等職業学校、グラ
ン・ゼコールで行われる。フランスの高等教育制度
は二元性をとっており、いわゆる伝統的な「大学」
と「グラン・ゼコール」とが共存している。グラ
ン・ゼコールには歴史的な背景があり、フランス革
命時から19世紀以降、国民に対して効率的な管理職、
幹部層を確保するために創設された。グラン・ゼコ
ールの設置により、技術、商業、政治の分野におけ
る幹部層を養成することに成功してきたとされてい
る。難関の試験を突破したエリートのみが入学する
学校として、すぐに使える役立つ知識・技術の伝授
することを目的とし、グラン・ゼコールはフランス
高等教育のなかで特異な地位を占めてきた。グラ
ン・ゼコールの最初のモデルとなったのがエコー
ル・ポリテクニック（理工科学校）で、理系以外の
様々な分野でも地位は高い。一方、HEC経営大学院
は「経済」を学ぶ。グラン・ゼコールとして実際に
役立つ知識を学べる学校とされる。
大学は、教養を深めるための場として認知されて
おり、エコール・ポリテクニックや高等師範学校の
卒業生が更なる研究を続けるために、大学へと進学
することもある。フランスの 9 割以上の大学が国立
大学で、登録料以外の授業料は無料である。入学に
は、一部の例外を除いてバカロレア取得のみが条件
で、入学試験はない。国民教育省により、全国の大
学のレベルが一定になるようによって保たれており、
大学間の研究や教育水準の格差はないとされる。近
年大学への入学者が増加し、現在フランスにおける
高等教育への進学率は約40%である（日本は約60%）。
現在、欧州統合が深化するに伴って、大学教育に
おいてもシステムを統一しようとする動きがみられ
欧州共通の大学改革が進んでいる。従来のフランス
の大学教育の学年は、以下の 3 段階に分けて行われ
ている。各段階で合格すれば得られる国家資格があ
り、その時点で修了することができる。
第 1 課程：分野別の基本的な知識を得るための基礎
課程。2 年間修了時にはDEUG（Diplôme d’Etudes
Universitaires Générales：大学一般教育免状）を取得す
ることができる。
第 2課程：専門課程。1年でLicence（学士）取得、そ
の後さらに 1 年でMaîtrise（修士）を取得することが
できる。
第 3 課程：高度な専門課程。企業の専門職に就職す
るためには、第 3課程の資格が不可欠となる。
1）DESS（Diplôme d’Etudes Supérieure Spécialisées、
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高等専門教育免状）1～ 2 年間。実務希望者のための
コース企業での実習が必要。
2）DEA（Diplôme d’Etudes Approfondies、高等研究免状）
1～ 2年間。博士課程への準備コ スー研究者志望向け。
3）Doctorat（博士課程）DEA 取得後。
2．現地調査
フランスの理科教育や理科系教材の現状を理解す
るために、いくつかの観点で取材や現場調査を行っ
た。教材デザインと教育効果に関するわが国の動向
との比較を行い、今後のわが国における理科教材の
開発の方向性についての見解をまとめることとした。
2－1．インタビューを含む取材調査
2－1－1．専門家 1（学術サイド）
パリ大学芸術科学専攻（Arts plastiques, Esthétique et
Sciences de l’Art）などの研究員との意見交換を行い、
フランスにおける理科教育の現状とその方向性につ
いて取材することとした。
今回は 8 月28日、パリ第 7 大学ディドロ（博士課
程）科学哲学専攻の矢倉秀隆氏を中心に取材した。
矢倉氏のフランス人の文化、歴史、教育についての
これまでの研究成果について話を伺った。矢倉氏は 3
年前に渡仏してから大学の研究室や普段の生活にお
いてフランス人を観察しているという。特に矢倉氏
が感じていることは、フランス人の科学教育の中に、
歴史や哲学が重んじられていることだそうだ。家庭、
学校の父母会、近所の井戸端会議であっても、その
身近な会話の中の「議論」が行われ、歴史や哲学の
話題が普通に飛び交うとのこと。矢倉氏の取材の成
果として、フランス人の「時間」や「自由」のとら
え方が、日本と違うことを知ることができた。フラ
ンス人の方が徹底的に時間をかけて議論することを
重要視する傾向があることがわかった。
2－1－2．専門家 2（フランス国民教育省、政府サイド）
フランス科学アカデミー（l’Académie des sciences）
のLa main à la pâteプロジェクトの担当者（David
Jasmin氏とXavier Person氏）を 8月30日に訪問取材し
た。フランス全土の初等教育従事者の現状と、理科
教員の再教育、教育力向上の現状を調査した。
La main à la pâteプロジェクトは、フランス科学アカ
デミーとフランス教育研究所等とが共同で実施する、
問題解決型科学教育を初等教育時に普及促進するこ
とを目的としたものである。La main à la pâteの原語の
意味は、「パン生地をこねる手」になるが、いわゆる
「Hands-on」すなわち体験学習のことを示す。フラン
スの初等教育における、現場の先生方の立場からの
問題点などを中心に紹介してもらった。フランスで
も日本同様に、初等教育の多くの教諭は科学の専門
性が低いまたは、研究経験がない。理科の専門性の
ない教諭が理科を教えざるを得ない状況が長年問題
視されてきた。現場の多くの教員がどのように理科
を教えたらいいか戸惑いを感じているケースが報告
されてきたという。2002年ごろから実施された、「La
main à la pâte」プロジェクトでは、小学校教員のスキ
ルアップを目的とし、教員向けの研修会の開催、教
員ネットワーク作り、オンライン教材の開発等を支
援してきた。単なる情報や教材のヒントをWEBから
発信するだけではなく、地域の大学の教授、企業の
研究者にも教員はサポートしてもらえる仕組みも作
っている。また、小学校の教員が理科の授業に使う
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写真1-1「La main à la pâte」プロジェクトのHP
（小中学校の教員の利用率が非常に高い。）
写真1-2「La main à la pâte」プロジェクトで配布し
ている教員用補助教材の例
教材を作るメーカー数社（Jeulin、Pierron、Ranchet、
Odile Jacobなど）の情報も教えてもらった。フランス
の学校現場で用いられている理科教材は、教員が
「原理・原則」を教えるための演示実験用の道具であ
ることが多い。生徒一人ひとりに配布するようなキ
ットは、日本のように小学校のクラスでほとんど採
用されていないようである。また教材購入の裁量は
学校長にあるので、予算が少ない場合には学校では
購入してもらえない。そこで、各教員が教材を手作
りすることも少なくないとのことである。そこで、
教材の作り方や実際に作る現場で、このプロジェク
トが支援をして、上記のような大学教員や企業研究
員が指導を協力したり、「La main à la pâte」ウェブサ
イトから教材の作り方などをダウンロードできるよ
うにしたり、という支援をしている。実際にフラン
ス全土の小学校からのホームページのアクセス件数
は非常に高いようである。
また、フランスの国民科学省の掲げる指導要領に
よると、初等教育では指定の教科書がない。指導要
領では各教科の各サイクルにおける重要なポイント
と到達目標は示されている。指導方法や教材などの
指定がないので、教員にとっては「しばり」がない。
理科の授業の展開も内容・手法ともに、現場の先生
に委ねられているため、自由度が高いといえる。し
かし逆に理科に興味の薄い教員が担任になると、理
科教育が手薄になることはあるようである。
近年ではフランス全土で、「La main à la pâte」プロ
ジェクトが成功したと考えられており、2002年以前
に小学校で実際に、実験などを含めた理科を教えて
いる教員が 3 ％以下であったのが10年間で30％以上
にまで理科の授業展開が増えている。
取材において、「La main à la pâte」プロジェクトが
全国に配布している教員向けの支援教材や、国際交
流などの活動に関する資料を一式頂いた。日本もぜ
ひ国際パートナーになってほしいという話であった。
2－2－3．専門家3（科学産業博物館　国際交流担当
者、および展示デザイン担当者）
ヨーロッパ最大級の体験型科学博物館、シテ科学
産業博物館（La Cité des Sciences et de l’Industrie de la
Villette、年間来場者数300万人以上, 2010年現在）を
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写真2-1 シテ科学産業博物館の外観
写真2-2 Cité des Enfantsの一角
写真2-3 Cité des Enfantsの一角
写真2-4 Cité des scienceのミュージアムショップ
調査の対象とした。8月13日に事前視察したあと、同
じ場所にて 8月31日にUniverscience（フランス科学博
物館機関、この博物館の運営母体）の国際交流担当
者および展示デザイン（特に子供向け展示）の主担
当者を訪問取材した。Universcienceは政府直下の団体
で、フランスの科学博物館を統括する組織で、La
Cité des Sciences et de l’Industrie de la Villetteと発見宮
殿（Palais de la decouverte）の二つを直接運営している。
この博物館では、体験型科学博物館の展示や体験
コーナーの教育的効果、展示のデザイン効果（特に
子供向けの特設会場について）、ミュージアムショッ
プの役割などについて調査した。
取材に応じたのは、国際交流課のFrançois Vescia氏
とCité des Enfants 2-7（2－7歳向け特設コーナー）管
理者のSophie Bougé氏の 2名である。展示や体験コー
ナーの教育的効果については、学習指導要領を参考
にしつつ、学校では学べない内容を豊富に取り揃え
ている。「展示」主体というよりは、「体験」主体を
コンセプトにしている。科学への興味を促すため国
内の小中学校に博物館の利用を呼び掛けており、学
級規模の団体での見学を随時受け付けている。また、
遠方の学校のためには移動博物館のサービスも行っ
ている。
Cite des Enfants は、子供が公園で遊ぶ感覚、あるい
は玩具店で、大好きなおもちゃを探しにいくような
感覚で楽しめる空間（場）となっている。参加希望
者は事前にWEBで登録するか、空きがあれば当日参
加もできる。乳幼児は親同伴で、小学生程度なら、
子供だけで時間ごとのプログラムに参加できる仕組
みをとっている。
各コーナーは子供の体格にあわせ、子供の目線で
設計されている。色もカラフルで楽しそうなだけで
なく、心理的な効果を狙ってデザインされており、
また形状や材質は手や足で触れたときの感覚を養う
よう考えて作られている。2歳児から楽しめる工夫が
ふんだんに盛り込まれており、子供に幼少期から科
学への興味や親近感を持たせる場として、優れてい
ると考えられる。
Universciencesの中でも、Cite des Enfantsの運営は少
人数グループでなされている。子ども向けのプログ
ラムの構成には、幼児教育の専門家だけでなく、大
学教授など心理学者、教育学者などの専門家も強く
関与して支援している。機能性だけでなくカラーや
フォルムのデザインについては、デザイナーをコン
ペ形式で競争的に起用していることがハイセンスな
内容を生んでいる。Cite des Enfantsだけでなく、博物
館全体を通じて、デザイナーの採用（選抜）には、
必ず各デザイナーに企画提案書を提出することを課
しており、博物館の考え方と合致したデザイナーが
選ばれるしくみである。建築デザイン、WEBデザイ
ン、プログラムデザイン、あらゆるデザイナーが協
力体制で展示を作り上げている。また、Cite des
Enfantsに来場する子供たちの中のリピーター率が他
の博物館よりも高く、また、小さい子供を持つ母親
や父親からの評価も高いとのこと。2歳から体験でき
るCite des Enfantsは、成功したプログラムと内外で評
価されている。Cite des Enfantsのような、子供の心理
学的および体格や感覚を踏まえたトータルデザイン
の盛り込まれたような取り組みは、日本の科学系博
物館ではまだ希少であると考えられ、この技術や手
法をぜひ日本の博物館に取り入れてもらいたいと筆
者は考える。国際交流課のVescia氏は、Cite des
Enfantsのデザイン手法や、その他オリジナルの開発
教材、移動型博物館の資料（DVDほか）などをいつ
でも提供できるので、日本の博物館とのコラボレー
ションを強く望んでいるとのことであった。
一方、ミュージアムショップは大きな規模で展開
されており、アイテムの種類、数ともに豊富である。
ショップの運営は一般企業に業務委託しているので、
販売物品についてUniversciencesは関与していないと
のこと。ただしいくつかのフランス、イタリア、な
どのメーカーの製品にCité des science（Universciences）
のロゴを入れて販売していた。このロゴの入った商
品は、市内各地のサイエンスグッズを扱う店舗や、
百貨店などの玩具コーナーなどでも販売されている。
2－2－4．専門家 4（理科教材開発メー カー 開発関連者）
A. Nathan社
本社を 9 月 5 日に訪問し、科学教材のデザイン手
法について取材した。初等教育教材開発部部長のMrs.
Marie-Hélène Tournadreが対応した。Nathan社は、伝統
的に初等から中等教育向けの教科書を作ってきた会
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社であるとともに、乳幼児から小学生向けの玩具を
開発製造している会社でもある。Nathan独自のキャラ
クターがあると同時に、テレビの人気番組のキャラ
クターをふんだんに自社製品に取り入れており、パ
リ市内の書店、玩具店のどちらでもNathan社の商品を
よく見かける。これらのことから、フランスでは市
民に親しまれているメーカーと考えられる。今回は、
初等教育で用いられている理科や算数に関する教科
書類、ワークブック、教員向けの教材等を見せてい
ただきながら、開発や教材のデザインに関する話を
聞いた。
初等教育では子供の発達段階に適応した教材が求
められている中、Nathan社では長年の経験と幅広い研
究から今もなお、時代に適合した、製品の改善と開
発を続けている。科学アカデミーでの取材でもあっ
たが、教科書の採択率は日本ほど高くない。しかし
理科や算数の教科書を作っている会社はほとんど大
手 3 社が独占しているとのことであった。他社との
競争も年々厳しくなり、独自の教材開発が必須であ
るとのこと。Nathan社ではデジタル化にもすばやく対
応し、DVDなどに入ったソフトだけでなく、インタ
ーネットを活用する教材も今は増えている。デザイ
ンに関する質問については、専門のデザイナーを各
メーカーが有しているが、Nathan社では、主力商品で
はできるだけデザイナーを変えずに統一感を持たせ
ているとのことであった。デザイナーは常にコンペ
形式で、選抜するということであった。新しい企画
のためのデザイナーやイラストレーターの出会いの
場は、「ボローニャ国際原画展」であることが多いと
のこと。これは出版業界であれば必ず足を運んで新
人のイラストレーターを発掘するようである。
教科書の全体的なデザインに気を付けている点と
して語ってくれたのは、実感を持って学ぶというこ
とである。例えば算数を例にすると四則計算のため
にお金（コインや札）のオモチャ、時間の計算のた
めには時計のオモチャ、など切り取って使えるいろ
いろな教材が教科書の巻末についている。子供たち
は遊びを通じて、実感できる算数を学んでいるとの
ことである。
B. BUKI社
1992年創業のBUKI社は小さいメーカーであるが、
独自のキャラクターをうまく使ったことを成功の要
因のひとつとし、科学キットのシェアを徐々に拡大
している。商品はEU全体に提供可能としているが、
通販を含めまだ日本では販売されていない。Nathan社
と同様に製品のデザインに関する取材を行うため 9
月 2 日に訪問したが、担当者Ms. Nathalie Debache氏
（Sales & Marketing Manager）が取材のことを忘れて留
守にしたため、後日メールで取材を行った。BUKI社
の商品はフランスおよびEUの科学系博物館のショッ
プで販売されており、また百貨店や、理科教材を扱
う店舗でも販売されている。子供や科学好きの顧客
に支持されているとともに、シェアの大きさも推察
される。EU内ではAmazonからも注文できる。BUKI
社では専属のデザイナーを雇っているとのことで玩
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写真3-4 Nathan社キャラクタ （ー左）と教科書の例（右）
写真3 Nathan本社の受付
写真4-1 BUKI社「キッチンラボ」（左）
写真4-2 BUKI社　虫観察めがね（右）
具を扱う店舗にも卸しているということであった。
2－2－5．一般人 1
フランス人に嫁いだ日本人女性。30年以上フラン
スに在住。子供二人を育て、二人とも理系の大学に
進んでいる。夫妻の家庭を訪問して取材し、親の観
点で見たフランスの教育事情について聞いた。
フランスの公立小学校での子供の教育について親
からの感想としては、早い段階から校外学習など体
験型の授業が豊富にあることに感心しているそうで
ある。自分の子供の場合、担任の先生によって内容
に大きく差があったとのこと。科目に対する教諭の
意識や好みがそのまま授業内容に反映されている。
1年間を通じて理科をほとんどやっていない学年、逆
に文化や芸術に偏った学年もあったとのこと。学校
や学年が同じであっても担任の先生が違えば、指導
内容に統一感がないということである。
また小学校では宿題は基本的になく、日本のよう
に単元ごとのテストもない。成績表も渡されたこと
がないとのこと。ただし教師と保護者は希望によっ
て面談を行うことが可能であるとのこと。そして新
学期が 9 月ということもあり、夏休みには宿題がな
いので子供たちは全く勉強をしない、というのが一
般的であるらしい。ただし不安と感じる家庭向けの
様々な問題集やドリルが書店や大手スーパーなどで
販売されている。また、家庭での教育に関する取り
組みとしては、子供向けの科学絵本、生活のしくみ
などの図鑑を親子で一緒に読むことが多かったそう
で、周りの家庭でも同じような傾向があるとのこと。
一般の書店でイラストデザインがかなり優れた図鑑、
絵本が豊富にあるので、それらを入手することによ
って科学を身近に感じることができ、また科学者に対
してはいいイメージを持つ子供が多いと感じている。
インタビューに応じた家庭の子供は二人ともに大
学に進学するためにバカロレアを取得しているが、
その勉強は親から見ても相当大変な様子であったと
語っていた。
2－2－6．一般人 2
日本人女性（ベビーシッターなどのアルバイトを
しながら彫刻家としての芸術活動をしている）、フラ
ンスで20年以上在住を続けている。日本人から見た
フランス人の教育事情について話をしてもらった。
彼女は職業柄、多くの美術館にでかけることが多い。
フランスの中でも特にパリでは、親子連れでの美術
館鑑賞、学校の校外学習での美術館、博物館等の訪
問回数が、日本の東京に比べても多いのと感じてい
る。パリの街自体が建築物、公園、などの作りが美
しいので、幼少時から自分の住んでいる街を歩いて
いるだけで美術的なセンスが養われているのではな
いかと彼女は推察している。また政府政策の観点で
も、フランスでは子どもの教育や働く女性への支援
のための費用が多くかけられていることも日頃感じ
ている。例えばパリ市内のあらゆるところに子供向
けの公園が設置されているが、その数が多いことだ
けでなく、品質の高さにも驚くものがある。日本に
比べて、木製のものが多く、またそのフォルムやカ
ラーデザインも優れている（写真 5 ）。現パリ市長の
政策からも、公園などの整備に費用を投じているこ
とは筆者のパリ滞在中に納得することができた。
2－2．インタビューを含まない現地調査
2－2－1．発見宮殿（Palais de la decouverte）の展示デザ
インのデザイン効果と体験型実験教室の調査
発見宮殿は、Jean Baptiste Perrin（ノーベル物理学
賞受賞者）の提唱と、当時の政府の意向により、科
学の普及を目的として1937年に作られた科学系の博
物館である。総面積は25,000平方メートルで多くの展
示物がある中、職員による講義・実験体験できる博
物館として注目されている。内容は自然科学のすべ
ての分野をカバーしているが、技術や産業系のもの
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写真5 パリ市内の公園の一例
はほとんどない。物理、地球科学、天文学、宇宙科
学、化学、生物学のほか、医学や数学に関するもの
がある。宮殿の建物は1900年のパリ万国博を記念し
て建造されたものである。2010年以降、Universcience
の管理のもとCité des Sciences et de l’Industrieと提携し
て運用されているが、それ以前にパリ大学の付属博
物館として位置づけされていたことから、現在でも
パリ大学の大学生や大学院生の多くがスタッフの中
に入っている。展示が宮殿の中央吹き抜けの周りに
あると同時に、実験体験が各実験設備のスペースに
て複数のテーマで常時、開かれており、子どもから
大人まで好きなものを体験できるのが特徴である。
全体的な印象としては展示デザインに力が入ってお
り、時間をかけてじっくりと学ぶことができるイメ
ージである。展示を見てよく学んだことを、体験ブ
ースに行ってより理解を深められる仕組みといえる。
同じ系列の博物館（運営母体が同じ）ではあるが、
ミュージアムショップは、La Cité des Sciences et de
l’Industrieに比べてかなり小さいかった。科学全般、
多くの分野の実験キットや科学グッズ、書籍を並べ
てあった。
2－2－2．パリ工芸技術博物館（Musée des arts et
métiers）における展示の構成とデザインに
関する調査
フランス国立工芸院（CNAM）付属の博物館であ
る。以前はMusée National des Techniques（国立技術博
物館）という名称であったが、1990年から2000年に
かけて大改装され、2000年からはMusée des Arts et
Métiersという名称で再公開されている。器具、物質、
建築、通信、エネルギー、機械、輸送の 7 つの分野
にスペースを分けた展示があり、科学史の観点で優
れた展示が多いといえる。常設展示は6000平方メー
トルの広さで、展示点数は 8万以上、設計図が 1万 5
千点程度ある。毎年約20万人が訪れているようであ
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写真6-1 発見宮殿の外観
写真6-2 体験スペースの一例
写真7-1 パリ工芸技術博物館外観Wikipediaより
写真7-2 パリ工芸技術博物館展示（化学史）
る。大改装の結果、展示効果が非常に高くなってお
り、コンピュータなどを用いたデジタルな解説も増
え、展示デザインが向上したことから、訪問客を十
分に満足させていると感じられた。大きなフーコー
の振り子の実演も有名であり、実演はタイムスケジ
ュールが決められており、ホームページでも公開さ
れている。1階には特設会場があり季節ごとにテーマ
を変え、中身も展示デザインも変化するようにして
いる。今回は鉄道に関する特設展示であり、展示構
成がわかりやすく、配置デザイン、形状、カラーデ
ザインともに躍動感にあふれていた。また、ミュー
ジアムショップはかなり規模が小さく、鉛筆や書籍
など販売アイテムは少なかった。
2－2－3．レオナルド・ダ・ヴィンチ国立科学技術博
物館（Museo Nazionale della Scienza e della
Tecnologia“Leonardo da Vinci”）における
展示デザインの視察とミュージアムショッ
プにおける販売アイテムの調査
フランス滞在中にイタリアMilano市に足を延ばして
訪問した。イタリアでは最大級の科学系博物館であ
り、1953年にダ・ヴィンチの生誕500周年を記念して
創設されたもので、建物は16世紀の元修道院を改装
したものである。展示面積は約 2 万3000平方メート
ル、展示品は 1 万点以上とされる。ダ・ヴィンチの
発明品や資料が多く展示されている中、科学史全体
像から近代科学に至るまで幅広い展示があり、実験
体験も多種用意されている。夏休み期間中であるこ
とから、子どもの姿が多く見かけられたが、実験体
験のコーナーでは成人の参加者が数多く見られた。
また実験テーマも生物、化学、物理、天文と幅広く
設けられていた。
エネルギー博物館が併設されており、飛行機、船
舶等の実物も多く、エネルギーに関する発明の歴史
をわかりやすく展示してあった。ミュージアムショ
ップは比較的大きく、イタリアのClomontoni社の商品、
香港の 3M社の商品が最も多く、また諸外国の優れた
科学グッズも扱っていた。実験キットのたぐいも品
揃えが豊富といえる。
2－2－4．Nature&Dècouvertes（自然科学グッズ専門
店）における教材のデザイン等の視察
ここ数年フランス全土で流行している、自然科学
グッズのブランドである。1990年創業後、1994年に
財団法人を立ち上げ、環境保全や環境教育の活動を
も行っている。自然と発見をキーワードに、すべて
の年齢層の顧客にオリジナル商品を提供することを
目的としている。現在、フランスに77店舗、ベルギ
ーに 3 店舗、スイスに 3 店舗、合計83店舗を展開し
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写真8-1 レオナルド・ダ・ヴィンチ
国立科学技術博物館外観
写真8-2 ダ・ヴィンチの発明品の展示例
写真8-3 ミュージアムショップ販売アイテムの例
ている（2011年現在）。扱う商品はアウトドアグッズ、
自然観察グッズ、アロマテラピー商品、乳幼児グッ
ズ、保育グッズ、癒しグッズなどがあり、さらに科
学系の教材、図書、科学玩具の品揃えも豊富である。
外国製品もあるが、いずれもフランス語に翻訳され
て売られている。子供向けの知育玩具や、絵本につ
いてもハイセンスなものが多く、色やフォルムにつ
いてのデザインは優れたものばかりが置いてある。
顧客の年齢層も広いだけでなく、乳幼児のいる家庭
から、アウトドア好きの家庭まで、扱う商品の幅広
さからも顧客層の広さを感じた。
2－2－5．書店、百貨店、玩具屋の視察
Chantelivre（パリ最大級の子供向け書籍
専門店）、La Faiette（パリ最大級の百貨店）
の玩具売り場、Gallery Vivienne（商店街玩
具店）などにみられる玩具等のパッケージ
デザインの傾向調査
Chantelivreは店名が「歌う本」の意を持つ子供向け
の書籍・絵本専門店である。多くのジャンルの子供
向け書籍の、自然、科学を題材にした絵本や書籍を
多く見つけることができた。学習用の教材も扱うが、
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写真9-2 販売アイテムの例
写真9-3 天文学の子供向け絵本
写真9-1 Nature&Dècouvertes外観
写真10-1 Chantelivreの一角
写真10-2 フランスでロングランの生活・科学絵本
（Editions Fleurus）
写真11-1 La Faietteの玩具売り場の一角
絵本や図鑑の中に、楽しく自然科学を学べるものが
多いと感じた。写真10-2にあるようにEditions Fleurus
出版の生活・科学絵本は数十年前からのロングラン
で、国民に愛されている。装丁や中のイラストが優
れており、大人でも科学への興味が抱かれるシリー
ズである。
La Faiette（パリ最大級の百貨店）の玩具売り場を
調査したが、東京の大手百貨店（伊勢丹や高島屋な
ど）に比べて、売り場面積がかなり広大であること
がわかった。日本と同様に、フランスのテレビ番組
や映画などの人気キャラクターのコーナーもみられ、
知育玩具や、木の玩具、電子系玩具など、おもちゃ
の分類としてはほぼ我が国と大きな差は見られない
ことがわかった。ディズニーキャラクターやワンピ
ースのキャラクターを見つけることができたので、
玩具市場のグローバル化を感じた。それでも、フラ
ンス独特の伝統的な玩具の売場面積が広く、それら
のカラーデザインやフォルムデザイン、パッケージ
デザインは日本のものよりもレベルが高いことが明
らかである。玩具本体およびパッケージにおいて色
バリエーションとして全体的に黄色、赤、青などの
原色使いが多いことがわかったが、中でも黄色を多
く使っているパッケージが多いように思われた。
Gallery Vivienne（商店街玩具店）などのパッサージ
ュの中には、伝統的な玩具を販売する専門店が多い。
キャラクターなどの玩具はほとんどなく、フランス
らしい玩具に多くめぐり合うことができる。写真11
に日本ではあまり売られていない、フランスらしい
玩具類を紹介した。
【結言】
フランスと日本の理科教材を比較するにあたって、
双方の国の教育に対して、政府側の制度や施策、文
化、民族、歴史が大きく影響していることの必要性
がわかった。フランスの初等教育では、教科書の義
務がないため、理科の教育の手法は各教員に委ねら
れている。その負の影響を克服すべく、国が関与し
た「La main à la pâe」プロジェクトは大きく成功して
いるように思われる。理科の授業で用いられる教材
の多くは市販のものではなく、各教員の創意工夫に
よって作られる手作りのものが多いこともわかった。
教科書会社も、児童・生徒が実感を持って体験でき
るよう教科書の制作に工夫をしている。また、教科
書や市販の科学玩具、市販の教材については、カラ
ーデザイン、フォルムデザイン、全体のトータルデ
ザインに、専門のデザイナーやイラストレーターが
関与することが多いこともわかった。コンペ形式で、
教材メーカー、教科書会社も専属のデザイナーを使
っている。科学博物館における体験的学習も、近年
小学校の校外学習で多く取り入れられるようになっ
ている。科学博物館の展示デザイン、体験学習用の
各アイテムのトータルデザインにも、専門家がつい
ている。特に幼少期にデザインから受ける心理的な
影響が大きいということで、デザイナーと心理学者
と科学者が協力して、展示デザインを仕上げている
ことは参考になった。日本の教材メーカー等は、ま
だ専属デザイナーを使っている事例が少なく、社員
がデザインをしている状況が多く見受けられる。子
供に「科学」に対するポジティブな印象を与えるこ
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写真11-2 Gallery Vivienne（商店街玩具店）の一角
写真11-3 Gallery Vivienne（商店街玩具店）の一角
とは、科学の社会的地位を向上させるためにも必須
の事項である。日本で昨今理科離れが叫ばれている
が、初等教育における科学への意識の芽生えにおい
て、教材のデザイン効果が重要であることが、フラ
ンスでの現地調査で実感できた。
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